非行化傾向の早期発見に関する研究 (昭和39年度中学校カウンセラー長期研修員論文(12編)) by 小林 勝
非行化傾向の早期発見に関する いう)と環境とを独立して存在するものとしてでなく両者を含む総
研究 合的な心理学械を構成するものとして認識するという意味である
から，相互に相対応し不可分の関係にあるものとしての人格および
長岡市立南中学校教諭小 林 勝 闘を考えなければならない。したがって， M 個人の環境的体制
はじめに
青少年健全育成の重要性が認識されながらも.中学校では学業成
績の向上に重点がおかれ，両親0)教育的関心もわが子の学習成*ilrc.
注がれる場合が多い。そのため多少の非社会的行動や反社会的行動
は見のがされ，生徒のとれらの問題が深刻になってはじめて .その
対策に苦駿才る現状を否定するζとはできない。
昭和3s年版犯罪白書は少年犯罪的七つの特色をあもげている。現
任校においても .とれと同織な傾向がみられ，特に行為の悪質化，
集団化，累犯化等に手をやき.ときには悪質化したー部の非行生徒
のために，まじめな多数の生徒が迷惑したt).あるいはその補導の
ために日常の教育活動が阻害されるという現状について，学校教育
の限界を感じさえする。
とのような非行少年をきょう疋するためHこは，早期発見が長も重
要であるといわれる。初期の段隔で儲hの少年について非行の原肉
を明らかにし，その心限状態を正しくは鐙できるならば適切な指却
が可1であると考え.との主題を設定した。
I 研究目的
少lf~~行化の要閃を事例研究によって礁かめ，早期発見の手がか
りをつかむ。
E 研究方法
φ 般ーに人聞がどのようた行動をとるかということは.-}jICおい
て，その個人がいかにあるかというとと，他方においては，その心
を明らかにするζとは悶時に人格の体制を明らかにするととにもな
る。
非行の早期発見のためには，人格の体制，環境的体制のいずれか
ら迫るととも可能であろうが，経験的に非行生徒の問題行動0)多く
は家庭環境に原凶すると考えてもよいととから ，人格形成における
環境条件の中で厳も重要な家庭漠境から陵近しようと試みた。
1 回研式家庭環境診断テストの対象およびその
結果
対象…・・長岡市立南中学校2年I組--6組男子 I4 6名
結築ー -一総合的家庭環境についτは不備分散鼠I7. 5 平均 61.2
で算出すると 5段階評価の分額は〔第l表〕になる。
第l表 家庭環噴段階とその出現状況
2 集団改訂，人格診断検査(ロー ルシャ yハ法
改訂)の対象およびその結果
人権の定義は事織であるが，とこでは矢田都達郎 (19 5 0 心
理学序説 P 2 6 6)の，つぎの定義に従いたい。
「精神的行動の個体的条件の総体を通例，人格Personality
と名づける。それは生来の素質をも ，また経験によって獲得された
習慣をもともに含む観念である。 j
人絡は人の心身のあらゆる特牲を営み，それがある個人として統
理学的場がどうであるか医かかっている. 合きれ，震境の中で生きて動いている力動的な組織体をきしている
レピ'/(L白I'/IIIII.K".)1.行動 (B)を個人の内面的情待 (P) からきわめて複雑なしかも全体的なものである。そのためある特妹
と.心j1J!学的場面(E)との関数関係Kおいて理解L.，人聞の行動 な手続や方法で簡単に全ぼうを明らかにするわけにはいかないが，
町注目1を B=f (P ， E)の関数関係の確定によっては握しよう 人格の特徴や内容はある程度まで客規的に測定できるといわれる。
とした.との行動の法制から大脇義一(19 5 I 心哩学概論 P 人間の精神活動は，高次の精神活動と低次の精神活動止の問の力
5 6)はつぎのように指摘している。
いま個人の瞬間的な情造と状態および心理学的環境を総指して全
体的場面と呼ぶならば，ある時点における全体的場面をじゅうぶん
E認識できさえすれば，人聞の行動は了解されるはずである。了解
正けでな<，さらに進んで将来の行動に対する予見すら可能である
う.J 
ιC)ζとから.ある時点における全体的場面が.じゅうぶんに恕
識できるならば，その他人の非行の予測は可筏といえるロモとで，
全体的馴を認識するというととは t J~ー ソナリティ(以下人絡と
動的な関係としてとらえるととができょう。 ζの検査は社会的醐
へ適応L..また社会的価値を認めようとするとともに素ぽ〈な欲求
や感情を抑制する精神活動を自我の統制機能と考え.その良否を最
も重視して測定しようとする。この研究では特にKey- をとりあ
げるζとにしたがKey-が多い嶋合には自己統制bが悪〈社会療績
への適応が患いとされる。
対象・..i日開}式家庭1';境診断テスト 7 8%i 1 e以上30名
44%ile以F3 0名
結染・・ .K白Yー の数を5段階評価すると〔第2表)になる。
- 2 7ー
対象 家段庭環境階 力自己段統階制 教師の ift 見
A 5 5 正常， ILとやか信望あり
B 5 2 正常級長成績優秀
C 5 窃盗 1@1 (現在なし)学業不振
D l 5 正常級長成績成績優秀
E i 2 窃盗 きょう迫学業不振
F 
a‘ 2 おもつきなし 不平不満が多い
G 2 非行のおそれ 仕事をよ〈する
第~;表 事例研究対象者一覧自己統制力段階とKey<イナス出現状況第2表
家庭環境診断テストの総合環境とKey-の数との相関係数を求め
たととろ，家庭環犠上位群は+0.05，下位ifは.-0.03で蛤合的
家庭廃墳と自己統制力の間には，ほとんど組関はみられない。
事例研究の対録選定
以上の2t主査の結果を獲理するEとによって〔第3表]の関係者
考えるととができょう。-~的にいってつぎのととが考えられる。
第3表 家庭環境段階と自己統制カ段階との関係
3 
上記の対象について，生育陸，家庭環境，学校の諮記録，学組主
任の所見，交友関係等をたしかめ，つぎの諸検査を実施(.， ，できる
だけ種身の何度から人格を解明しようとした。検査方法や整理，解
釈については1¥-手引書に従ったので省略する。
WISC知能診断倹査
2 矢臼部ギJレ7才ド性終検査
クレペリン精神作業検査
事例研究における諸検査
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(1) 数字が小きい草分に該当するものほど非行化しやすい条件
を備えている。
!21 数字が太きい部分に該当するものほど正常者としての長件 ロー ルジヤアハ・テスト
親子関係診断テスト
適応性診断テス ト
F生徒(14才男子 ;1'行生徒)について
(1) 小学校5年のころ，自転車の荷台から品物を盗む。中学校
l 年の 1~g 月 近接町内であき巣を働き，警察の取調べで約 I 0件
6万円のあき梨を自供，大半は遊興欽食.はと購入E消費した。中
学絞刊の 7~刊に曲、け自転車，カメ?を盗んだり，他校中学生
をきょう迫したり，あるいは外的という事ftを電ねた。
結果の整理
4. 
6 
N 
を備えている。
13) (1凶の仮説に適しない場合は家庭環境，自己統制力以外の
条件が働いている。
両認査とも実態した 60名の生徒についての分布を示すと.(第
1 ~)になる。 ζ こから A ， B . C ， D ， E ， F ， Gを事例研究の
対象として選定した。 7~の極評については〔第 4表〕に示すが，
EこではF生徒に闘する研究を中心に述べ，他。)6名については者|
愛したい。したがってパl)lr.限定する報告というととになる。
第 l~ 家庭環埼と自己統制力との関係
121 生育限
父母とも健在，父は職業が何回かかわり，現在は機械工良 ，本人
IL対し，しばしば暴行を加えてきた。母は本人が中学校入学のとる
キャパいーづとめをやめた。はで将きで子どもの~育に対する関心
は低い。日Ii遣し2回，本人は録性鼻炎，円liをときどき訴え耳なり
A 
-8 
@ 
B 
?????????
がするという。
(31 家庭斑境
父母，姉 ，本人，妹 2 入。 2 判長原で 6 畳 31~の 2 主に 6 人雑居.
姉It昨年 4月に就聡。のち転践して住込み。宅内は不潔.妹は小児
ぜんそくで3壁に寝たりおきたりし，かなり高額の医療自のため生
? ??
99 
%:ila 
80 
~ 
60 
環
活は苦しい。長屋の半分は飲み屋を経営し夜おそくまでさわがしい。
そζに中学校3年の窃盗庇をもっ生徒がいて.本人と観しく， 共犯
をじたEともある。
(4)学校における状況
体育だけ 3で送動機能はかなりすぐれている。他の教科はほとん
どIで学習意欲がなく努力しない。問題生徒との交遊が多〈行動評
価では，基本的生活習慣，責任感，向上心，公正さ，公共心がC，
l自はB，体格は中くらい，やや細型，健康，視力左右とも L0 ，臆
力，色神とも正常。教研式知能験査1.Q.&0 .進路未定。
(5l Fをとりまく交友関係
第2図 Fの交友関係
』・・・・窃盗容，家出，転出
8・・..非行のおそれ
D ・・・非行のおモれ
st・・・・窃盗 転出
~. ・俄家に住む 窃盗
nl・・・・窃盗
b・・暴行，きょう迫，窃
盗，飲酒，喫煙
nz・目性格異常，さぎ的行為
L・・・暴力，窃盗
Sす・ ・暴力 ，窃盗
〔第2隠]は校内におけるFのおもな交友憐係留である。中心的 ・
非行グJトプと密綾な関係があり， 2年生抑制悪質で設も指導
を要する生徒である。非行生徒は全校生徒2，1 0 0 名中ι，~，在する
どと〈ー 部であるが，それらと大なり小たりの関係をもっている。
いずれにしてもFの交友関係はきわめて惑いtI:態にある。
①、
‘(si 
(61 W I 8 C拘|能診断験査
全段査1.0，，99 言語性 1.0，・~ 8に〈らべ鍛作性1・Q・10 9が
+2 Iで不均衡が大きいが，c.れはil動機能がすぐれているほかに
人格に何等かの不均衡があると考えられる@額似問題と絵画配列が
比較的によく，抽象的な推理カがあり全体の事態を理解し見とおし
をたてる能力を示すといえよう。算数問題は直感に頼ろうとして反
射的に1秒平均で答え，事少難しくなるとあっきりあきらめ，努力
や思考を示きない。欲求不満酎性に欠け意志カも弱い。
第6表 Fのロールシャyハ検査結果
17) YGT 
攻撃的 (Ag 4)で衝動的にふるまい，支配的(A4)で社会的
接触に対して積極約である。 (84)
最も注目されるのはCの回帰性傾向が犬きく.情緒不安定.社会
的不適応を示L，主導権を握ろうとする傾向が強いととである。
(8) クレペリン精神作業検査
第3図 Fの精神作業曲線
40 
30 
20 
10 
第5表 Fの精神作業検査結果
休憩前 休憩後
平均作業 量 2 5 3 I 
作業の最大 差 1 5 1 3 
初頭効果 率 + 0:96 + 0.90 
動 揺 率 +札 60 +0守 42 
V 字裂落込み
平均誤びゅう鼠 0.8 + 1. 9 
休想効果率 1.2 4 
(判定) bFn2s2fl B型
ζの生徒の総合判定は〔第5表]からbFn2s2flで性格異
常の疑問がもたれ，回帰性性格の傾向があるかも知れない。(クレ
ペリン街神作業解説.1 9 6 0 横田象一郎 P 1 5 S....P 1 6 4 
P 1 6 7) 
E型(上昇型)は一般に作業量は少なく，比較的に数字をきれい
に書き，なれるに従って興奮現象のための作業震があがってい〈し
動揺量は大きく認められない。との生徒の曲線は，とくに休憩後の
第2分自が最高で感激性や興奮の鈍いのが注目されるD
(9) ロー ルシャ yハ検査
具体的な畏応と質問に対するF生徒の説明およびカテゴリー別整
理表は省略し，まとめの表を〔第6表]に示す。
R (Toもal R) 2 4 芝C : M 札5 : 
Rej Rej / Fail 。 E.B F c+c+C': F M+ m 2 3 
T (Toもal Time もI 1 2" 四+1X+X / R 3 ~ % 
砂筑 (AV.res伊nsetime) l 911 (R+A) . (H d+A d) 1 0 : 9 
T/R ~ l AV. reaction七im吟 7" F : CFK+F巴) 1 5 : 。
T，IRょ((AV.n口 Color 5" FC : (C F+ C) I 。
。 ，? ?
T/Rl (AV.Color card) 9" FC+ CF + C / FC + (; +。 : 2 
Mosも DalayedCard & T到ne E 2 5" FM M : 2 
MosむDislikedCard E F q品 63 / 92 
w . D 3 2 0 F-ト ヲ6 30 / 
Dm % 4 2 I、 'f; 6 2.5 
S '1> 。 E q， 5 (2 1 %) 
W - D - Dd-S D Conもenも Range 4 
W : M : 2 修 疋 B R S +1 
L・ー ーー 一 一ー一一一一一一
ζの結果の解釈は主として.ロー ルシャツハ・テスト心PJ1診断法
詳説 (1964.片口安史若)に従った。ヱC:M=乱5: 2で
FC+C F+C : FC+C+C' =1 : 2であるととから.色彩反
応が縫影反応より少な<.しかも人間運動反応Mが少たいととから
との生徒は抑うつ的気分にあるといえる。形態反応:riJ;多いととか
ら圧縮的抑圧的統御の優位な人がらを反映し，知覚が制御されてい
るといってもよ かろう.との~の人には現実匠対し自由で柔軟な態
度が欠什ている.At1， IJ. 6 2.5%というのも紋切型の思考をf.， .反
応内容が椴られているCと(H.A.obj.Plの4内容だけ)
から.恩Jtの柔牧性に欠けているζとがわかる。 F反応は80'婦も
あり .信感的常識的な反応をしているが明細化の点はあいまいであ
る.F :FK+FC=1 5: 0は栂端であり，愛情のli¥:求が掛度に
否定さ札ているととが注目され.情緒的反応の少ないのは愛情の欲
求がし亭断されていることに原因があろう。
また.R，W，M，};Cが少なく ，Dd ， ~'C ， F~思 ， A% ， Ad 
が多いととは，との生徒が現在(l9 6 4年11月14日)不安傾
向の大きいζとを示している。
なお修正~磁ロールシヤ ')I J、得点法 (修正BR S)によれば+1
で.何等かのコ:179 IJト状態にあるととを示している。
。骨観子関係診断換査
結果1t1子関係ダイヤグ予ム〔第 41'iJ)に示される。とhtr.よる
と父の態度It消続的短否~.積極的短否型，厳絡型がいずれも危険
地帯にある。とのEとから注目をひきたがり，乱暴で攻撃的になり
心身の認和的発さがおくれ，神経症的餓向や非行の原因置こなりやす
いし，意~rn失，冷~ . 無感動である.
第4図 Fの緩子関係珍断検査結果のダイヤグラム
一一一一 父の態度
ーーーー「母の態度
母の態度は，厳格型，盲従Jt!が危険地帯にある。盲従型は情緒的
な発遣をおくらせ自己統制力を欠き.自己中心的で無責任になる.
しかも両線のr.UNこ矛盾不一致がめだち，両銀から一貫した行動の
基砲を学びとるζとができないから，基本的な生活習慣は健全に聾
われるととがたく反社会的行動K走りやすい。同時K不一致という
ことから不安定な締結的傾向を示すととになる.
との子ストの第1認で .Fは自己をつぎのように診断する。
向己中心的，乱暴，浪口ぐせ，じゅん法心がない。無表情だとい
われるの1l!IC.反銑するが表前に出きない。般気が続かない。注意集
中力がたい。時f日に物をねだる。勉強はきちい。とれらの表明は子
医対するs!の謄度と深い関係をもつものと解釈できょう。
(1) 適応性診断検査
とくに倒人適応が劣り ，日 ~感情，退避的傾向，神経質的傾向 ，
家庭潤係に不適応がみられる.掬うつ的気分，つめをかむくせ.貧
乏ゆすり .;fi窃.劣等感 .^ 幸惑をもち ，学校でも近薦でもきらわ
れているととを自覚f..，，~から滋げ出したいとすら考えている。
(12) F生徒に倒する所見
との事例研究をとおしてみると.Fの非行の最大の委関となって
いるのは.子Fもに対する，&01裳育態度であるといえよう。
携による:¥11視あるいは乱暴が幼児期から続いたが，それが愛情の
政求不漏.コン7リ0トとなり，そのゆがみが極有の胴也行動とな
って表現されるであろう。 両îliの矛盾不-~は不安感情を摘し，回
帰性t't偶を形成f..，1可かすっ去り しない抑うつ的気分をうげつげてい
る。乱議な父，子に盲従する母 ，しかもはで好みで家庭内でのl育
態度に真剣きの不足する母によって ，-方では攻準的，粗野，衝動
が.， ，神~Htに育ち，家から透げ出したいといい.他方では浪~~~ . 
(' 心付jで努力しようと しない。 欲求不満に耐えられないなど金
t不均伽な人怖が形成されてきたとιになる。
ついで注目すベ台~凶は家庭環境である。 2 警に 6 入量;居 f..， ，し
かも崎曹が飲みR.であるうえに ，非行の友がいる。特へのゆがん疋
関心もみられる.t閣による物隠しさからの盗みもあった。なお身
-3 0-
体的要尽による劣等感や不安感情も与えられるが締密な身体験資を って僅かめた。今後さらに事例を多く修かめるととにより.あるい
行なっていないので不明である. はJ1:行生徒花関する統計的方法により.t.の仮設の信頓性を確かめ
精神作業倹在では異常段階Kあり ，矢岡部ギJレ7才ド性格検査で たい.
は不安定続編非行型であり，現在のままでは筏忍冷倍な非行にはし との方法が信額できるものであれば，入学当初に両テス トを行な
る可飽性すら考えられ，家庭j~縫の改善，本人に対する父母の態度 って，非行化のおそれのある生徒に対する観察を集中的に行なえる
の改善，交友関保についての積鋭的措i!1がなされな貯ればならない。 し，同時に適切な指i!Iも行なうとともできるであろう。
むすび
非行をする青少年には現象面で共通したある種のタイプがあると
考えられるのでその日常の周到な観察によっτ.現象的な面での早
期発見の手がかりをつかむヰとは可能であろう.しかし.その現象
をひき主にす要因は個々によって 1~なる場合が多いので， 72・に I~場を
する必要があるため，われわれ教筋は.その生徒特有の非行化要悶
まで発見してとそ，はじめてnの意味の非行化傾向の発見といえよ
う。
との研究では，早期発見の手がかりとして，家庭t;境診断テス ト
および人絡診断検査匠お付る自己統制力をそれぞれ5段階評価をし
両テストとも低い結果を示すなら非行化しやすいと考え ，事例区よ
法F長 考 文 献
-事例調査法
-ロール斗功、.テスト心理診断法詳説
-性絡の異常とその指導
-臨床心理学
-クレペリン精神作業倹査解説
-非行臨床心理学
-問題臨床心理学
-少年非行への民戦
-少年非行の予測
-問題青少年の理解とj旨務
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